
2025年4月7日の基準価額の下落について

ファンド名称 基準価額 前営業日比 騰落率

グローバル資産分散ポートフォリオ（R） 13,511円 ▲1,171円 ▲8.0%

マネーフォワード全世界株式インデックスファンド 13,056円 ▲1,157円 ▲8.1%

米国株式アグレッシブ・ポートフォリオ（愛称：GeoMax） 8,428円 ▲779円 ▲8.5%

2025年4月8日

4月4日の世界の株式市場は、トランプ米政権が2日に公表した相互関税に対し中国が対抗措置を発表し
たことを契機に、世界的な貿易摩擦の深刻化と景気後退への懸念が広がり、米国をはじめ世界各地の主な
株式市場が軒並み下落しました。米連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長が関税によるインフレリス
クに言及し、利下げに慎重な姿勢を示したことも重しとなりました。米国市場では、NYダウ、ナスダック総
合、S&P500など主要株価指数がいずれも下落しました。

為替市場では、貿易摩擦の深刻化懸念が強まり、リスクオフの展開となる中でいったん日本円が買われた
ものの、FRBのパウエル議長が利下げに慎重な姿勢を示したことからドルが反転するなど不安定な値動き
となり、結果的に若干の円高ドル安となりました。

《グローバル資産分散ポートフォリオ（R）》
当ファンドが組入れている米国株式、その他先進国株式、新興国株式の先物およびETF（上場投資信託）の
価格が下落したことから、当ファンドの基準価額は大幅に下落しました。

《マネーフォワード全世界株式インデックスファンド》
当ファンドが組入れている世界株式のETF（上場投資信託）の価格が下落したことから、当ファンドの基準
価額は大幅に下落しました。

《米国株式アグレッシブ・ポートフォリオ（愛称：GeoMax）》
当ファンドが組入れている米国の個別株式の価格が下落したことから、当ファンドの基準価額は大幅に下
落しました。保有銘柄の中では、モバイルアプリの総合的な収益化支援を行うテクノロジー企業のアップラ
ビンや、データセンター、モバイル機器等向けの半導体メモリメーカーのマイクロン・テクノロジー等が特に
大きく下落しました。

※2025年4月7日時点
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